MSG 2013_4_06
[bookmark: _GoBack]メッセージング基盤構築ガイドライン
（目次案）

1． 作成にあたって					未稿
2． 目的						未稿
3． グローバルEDIの位置づけ				未稿
1） 海外との接続パターン				未稿
2） 本ガイドラインの範囲				未稿
4． 通信方式
1） ネットワーク環境
2） 通信プロトコル
２．１）EDIINT-AS2
２．１．１）プロトコル概要
２．１．２）AS2メッセージの構造
２．１．３）推奨パラメータセット（SIPSプロファイル）
２．１．４）メッセージサンプル
２．２）ebXML MS2.0
２．２．１）プロトコル概要
２．２．２）ebXML メッセージの構造
２．２．３）推奨パラメータセット（SIPSプロファイル）
２．２．４）メッセージサンプル
5． セキュリティ仕様
1） 通信路のセキュリティ				未稿
2） 認証と信頼性　　
1 メッセージの信頼性
2 ディジタル署名の仕組み
3 認証局の認証
4 信頼性の実装
6． 法的枠組み
1） 国内関連法規
1 電子帳簿保存法
2 E文書法
3 電子署名法
4 下請け取引ガイドライン
2） 国際取引関連ガイド
1 国連国際商取引法委員会
UNCITRAL Model Law on Electronic Signatures (2002)
UN Convention on the Use of Electronic Communications in 
International Contract 　(2007)
2 国連CEFACTの活動
Recommendation N°. 14 - Authentication of Trade Documents by 
Means Other than Signature 
Recommendation N°. 26 - The Commercial Use of Interchange 
Agreements for Electronic Data Interchange 
Recommendation N°. 31 - Electronic Commerce Agreement 
3 国連ESCAPの活動
Regional Arrangement On Facilitation of Cross-border Paperless 
Trade for the Asia – Pacific Region
3） 国別の考慮点
1 中国
2 インドネシア
3 フィリピン
4 タイ
5 ベトナム
7． サービス機能（トランスレーション）
1） 必要とされる機能の位置づけ
（1） 当資料での想定範囲
（2） 将来の検討可能性について
2） 想定されるメッセージ形式・データ表現形式
（1） メッセージ標準
1 ASC X12系
2 EDIFACT系
3 XML系
4 CII系
5 その他の日本国内業界標準　　
（2） アプリケーションベンダー独自表現形式
1 IDOC
2 Oracle
3 Microsoft（Excel）
4 People Soft
5 QAD　　
（3） その他の一般的なデータ表現形式
1 CSV  RFC4180
2 固定長
3） 想定される文字コードと取り扱い
（1） ISO/IEC 646
（2） EBCDIC
（3） UTF-8
（4） UTF-16
（5） メッセージ標準における文字エンコーディング　　
8． 導入と保守							未稿
ネットワーク、メッセージ、セキュリティのエラー処理についての取決め事項
9． 運用規約とサービスレベル					未稿
海外ESPとの取決め事項
データの保存期間
1

